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◆
最
近
、
学

校
の
統
廃
合

な
ど
で
組
織

の
存
続
が
問

題
と
な
っ
て

第２０号

二
年
後
は 

第
45
回
記
念
総
会
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

                         

今
年
は
準
備
委
員
会 

来
年
実
行
委
員
会
を

 　

 

「
七
月
十
二
日
の
幹
事
会
で
、
二

年
後
の
第
45
回
総
会
は「
記
念
総
会
」

と
位
置
づ
け
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。　

記
念
総
会
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
多
く
の
提
言
や
疑
問
点

が
出
さ
れ
、
活
発
に
議
論
さ
れ
た
。

高
齢
化
が
進
み
、
節
目
を
5
年
に
し

た
ほ
う
が
若
い
世
代
の
増
加
に
つ
な

 第 45 回記念総会 準備委員会
委 員 長　瀬高　史明   24 期    事業部 
副委員長  佐々木　豊   28 期    総務部 
委　　員  松澤　　実   28 期    事業部 
   加藤　由鶴   29 期    総務部
                佐藤 由美子  30 期    事業部
   芦口　　充   30 期    広報部
   浅　　正樹   31 期    総務部
　　　     小池 由美      31 期    会計部

が
る
と
い
っ
た
意
見
や
終
身
会
費
の

有
効
な
活
用
の
提
案
、
ま
た
、
記
念

総
会
へ
の
補
助
金
額
へ
の
疑
問
等
が

出
さ
れ
た
。
基
本
案
の
作
成
は
、
準

備
委
員
会
が
取
り
組
み
、
来
年
二
月

の
幹
事
会
で
中
間
報
告
、
七
月
の
幹

事
会
で
最
終
報
告
し
て
決
定
し
、「
実

行
委
員
会
」
を
設
置
す
る
。
準
備
委

員
会
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
の
ほ

か
若
手
男
女
四
人
づ
つ
の
委
員
で
構

成
さ
れ
る
。　

瀬
高
委
員
長
は
「
先

輩
方
の
ご
意
見
や
幹
事
会
で
の
雰
囲

気
を
感
じ
取
っ
て
企
画
案
を
作
り
た

い
」
と
力
強
く
決
意
表
明
し
た
。

平成 26 年 10 月 4 日

晴海  s history
お散歩してみませんか？

　  東京同窓会会長　山田和彦 (15 期 )

　

私
が
勤
務
す
る
月
島
機
械
株
式
会

社
は
、
昨
年
十
二
月
に
東
京
都
中
央

区
佃
か
ら
同
じ
中
央
区
の
晴
海
に
本

社
を
移
転
し
ま
し
た
。

  
晴
海
は
銀
座
か
ら
２
km
超
と
い
う

恵
ま
れ
た
立
地
に
あ
り
な
が
ら
未
利

用
の
土
地
が
多
く
存
在
し
、
こ
の
た

め
、
近
年
で
は
至
る
と
こ
ろ
で
街
づ

く
り
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
社
も
こ
う
し
た
事
業
の
一
端
を
担

い
、
こ
の
ほ
ど
当
地
に
新
本
社
を
構

え
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
ん
な
晴
海
で
す
が
、
地
名
が
つ

け
ら
れ
る
ま
で
は
埋
立
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
月
島
四
号
地
と
呼
ば
れ
ま

し
た
。
ち
な
み
に
「
中
央
区
三
十
年

史
」
に
よ
る
と
、
当
地
の
埋
立
着
工

は
１
８
８
７
年
（
明
治
二
十
年
）、

竣
工
は
１
９
３
１
年
（
昭
和
六
年
）

と
な
っ
て
い
ま
す
（
晴
海
地
区
全
体

の
埋
立
竣
工
は
１
９
６
６
年
）。
そ

し
て
、
埋
立
竣
工
か
ら
六
年
後
の

１
９
３
７
年
（
昭
和
十
二
年
）、
当

時
の
京
橋
区
議
会
に
お
い
て
「
い
つ

で
も
晴
れ
た
海
を
望
む
」
と
い
う
希

望
か
ら
晴
海
と
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

晴
海
は
終
戦
と
と
も
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

接
収
さ
れ
ま
す
。
接
収
時
の
名
称
は

「
レ
シ
ー
バ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
」。
つ

ま
り
米
軍
の
通
信
基
地
と
し
て
使
用

し
大
き
な
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
、
邦

人
の
立
ち
入
り
も
禁
止
と
な
り
ま
し

た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
返
還
さ
れ
た
の
が

１
９
５
４
年
（
昭
和
二
十
九
年
）
の

こ
と
で
す
。
そ
の
翌
年
に
は
国
際
見

本
市
会
場
が
完
成
し
、
展
示
場
で
は

国
際
見
本
市
の
ほ
か
に
東
京
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
の
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
一
方
で
大
型
埠
頭
と
し

て
の
整
備
も
進
み
、
貿
易
港
と
し
て

栄
え
１
９
６
４
年（
昭
和
三
十
九
年
）

の
東
京
五
輪
の
際
に
は
外
国
客
船
を

受
け
入
れ
、
そ
の
後
も
沖
縄
定
期
航

路
の
玄
関
口
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
南
極
観
測
船
の
母
港
で
あ
る

こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　

こ
の
様
に
時
代
の
要
請
と
と
も
に

様
々
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
晴
海
で

す
が
、
今
後
の
大
き
な
役
割
は
何
と

言
っ
て
も
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
で

の
中
心
拠
点
と
し
て
の
機
能
で
す
。

大
会
期
間
中
は
選
手
村
と
し
て
利
用

さ
れ
、
世
界
中
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
結
集
し
ま
す
。
建
設
計
画

に
は
「
最
高
水
準
の
実
用
性
と
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
備
え
る
と
と
も

に
、
革
新
的
な
技
術
、
日
本
の
伝
統

的
な
様
式
と
調
和
を
表
現
す
る
」
と

さ
れ
て
お
り
、
晴
海
エ
リ
ア
全
体
の

更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
大
会
終
了
後
に
は
住
宅
と
国
際

交
流
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　

東
京
で
は
連
日
猛
暑
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
た
ま
に
は
潮
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
海
辺
で
夕
涼
み
と
い
う
の
は

い
か
が
で
す
か
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
一
望

し
つ
つ
、
夏
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

い
る
。
◆
当
同
窓
会
も
ご
多
聞
に
漏

れ
ず
、
つ
い
二
～
三
年
前
ま
で
は
同

じ
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
◆
現

在
、
会
を
運
営
し
て
い
る
主
力
部
隊

は
65
歳
前
後
で
、
東
京
同
窓
会
の
50

周
年
は
後
７
年
後
な
の
で
、
果
た
し

て
50
周
年
が
無
事
に
行
え
る
か
ど
う

か
が
心
配
の
種
で
あ
っ
た
。
◆
し
か

し
、
こ
こ
に
来
て
、
こ
こ
二
年
の
同

窓
会
総
会
で
幹
事
と
な
っ
た
30
期
、

31
期
が
大
勢
参
加
し
て
前
途
が
明
る

く
な
っ
て
き
た
。
◆
七
月
の
幹
事
会

で
45
周
年
を
記
念
総
会
に
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
24
～
31
期
の
事
務
局
の

八
人
で
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

一
年
か
け
て
議
論
し
、
残
り
一
年
で

実
行
委
員
会
で
形
に
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
◆
こ
れ
を
担
っ
た
30
＆
31

期
の
メ
ン
バ
ー
が
50
周
年
の
記
念
総

会
で
は
主
力
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
順
）



（2） しみず

　会報「しみず」
　　　　新たな一歩を

広　報　部

　

昨
年
第
19
号
で
既
報
の
通
り
、
会

報
「
し
み
ず
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
事
務
用
で
広
く
使

わ
れ
て
い
る
Ａ
４
版
（
Ａ
３
判
二
つ

折
り
）
に
サ
イ
ズ
を
変
更
し
た
。
配

布
す
る
に
も
収
納
す
る
に
も
都
合
が

良
い
。
な
に
よ
り
製
作
コ
ス
ト
が
大

幅
に
削
減
で
き
た
。

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
編
集
は
組
版
業

者
に
依
頼
し
、
印
刷
会
社
に
デ
ー
タ

を
持
ち
込
む
た
め
、
原
稿
を
揃
え
、

割
付
を
作
っ
て
か
ら
、
組
版
業
者
で

１
週
間
、
校
正
を
し
て
印
刷
会
社
で

１
週
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
。
し
か

も
印
刷
に
は
刷
版
や
試
し
刷
り
が
必

要
な
た
め
２
千
部
以
下
で
も
印
刷
費

が
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
の
20
号
か
ら
は
、
広
報
部
で
レ

イ
ア
ウ
ト
が
で
き
る
う
え
、
プ
リ
ン

タ
ー
で
必
要
な
部
数
だ
け
刷
れ
ば
よ

い
の
で
大
幅
に
コ
ス
ト
が
圧
縮
で
き

た
。　

広
告
は

　
　
完
全
廃
止
に

　

こ
れ
ま
で
、
組
版
代
、
印
刷
費
の

ほ
と
ん
ど
を
、
大
先
輩
方
の
ご
好
意

の
広
告
で
ま
か
な
っ
て
き
た
が
、
現

役
を
退
か
れ
る
な
ど
無
理
を
お
願
い

す
る
の
も
限
界
を
迎
え
て
い
る
。

　

幹
事
会
で
の
話
し
合
い
で
は
、
広

告
料
を
安
く
し
て
残
す
案
も
出
た

が
、
Ｐ
Ｒ
が
必
要
な
場
合
は
記
事
で

紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
一
切
広
告
は

載
せ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

サ
イ
ズ
の
変
更
に
よ
っ
て
記
事
の

量
は
半
減
す
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
詳
し
い
記
事
や
写
真
を
紹
介
で
き

る
。
総
会
の
様
子
や
校
歌
な
ど
、
動

画
や
音
も
ア
ッ
プ
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

紙
面
の
構
成
は
今
ま
で
ど
お
り

で
、
一
面
は
ト
ッ
プ
記
事
、
二
・
三

面
は
お
知
ら
せ
、
四
・
五
面
は
特
集
、

六
・
七
面
は
会
員
の
ペ
ー
ジ
、
八
面

は
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
お
か
げ
で
若

い
世
代
の
参
加
が
増
え
て
い
る
。
気

軽
に
メ
ー
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

情
報
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の

紙
面
で
も
紹
介
し
た
い
。

　

東
京
同
窓
会
は
新
し
い
時
代
を
迎

え
て
い
る
。
会
報
「
し
み
ず
」
も
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

  

広
報
部
長 
斎
藤
栄
治(

20
期)

平成 26 年 10 月 4 日

　

室
蘭
を
離
れ
て
長
い
年
月
が
経

ち
ま
し
た
。
祖
父
の
家
は
室
蘭
駅

近
く
の
海
岸
町
に
あ
り
ま
し
た
。

幼
い
頃
、
一
緒
に
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
祖
父
と
の
思
い
出
、
室
蘭

に
帰
る
と
そ
ん
な
昔
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　

賑
や
か
だ
っ
た
中
央
町
や
海
岸

町
の
街
。
今
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

下
ろ
し
て
い
る
お
店
が
多
く
、
駅

の
場
所
も
変
わ
り
、
祖
父
の
家
も

な
く
な
り
、
人
通
り
も
少
な
い
静

か
な
町
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
、
数
十
年
振
り
に
娘
と

車
で
測
量
山
の
頂
上
に
登
っ
て
み

ま
し
た
。
展
望
台
か
ら
母
校
を
娘

に
見
せ
、汗
を
流
し
た
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
心
臓
破
り
の
校
門
前
の
坂
道
、

当
時
と
は
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

懐
か
し
く
振
返
る
こ
と
が
出
来
き

ま
し
た
。

　

東
京
同
窓
会
へ
は
、
一
昨
年
同

期
の
呼
び
か
け
で
参
加
し
て
み
ま

し
た
。
当
日
は
百
三
十
名
近
い
参

加
者
、
清
水
丘
高
校
の
同
窓
生
が
、

東
京
で
こ
ん
な
に
大
勢
集
ま
る
と

い
う
こ
と
に
驚
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

卒
業
後
三
十
三
年
振
り
に
再
会

し
た
同
期
と
の
語
ら
い
、
当
時
真

剣
に
歌
う
こ
と
が
少
な
か
っ
た
校

歌
、
気
持
は
高
校
時
代
に
戻
っ
た
時

間
で
し
た
。
そ
ん
な
様
子
を
一
つ
下

の
卒
業
生
（
31
期
）
の
妹
に
話
し
彼

女
も
一
度
参
加
し
た
い
と
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
が
叶

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

  

様
々
な
思
い
の
中
同
窓
会
に
参
加

し
て
、
同
じ
高
校
で
学
ん
だ
同
窓
生

が
、
故
郷
室
蘭
を
離
れ
て
大
勢
い
る

と
い
う
こ
と
を
と
て
も
心
強
く
感
じ

ま
し
た
。
東
京
同
窓
会
と
い
う
絆
を

大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

心
強
い
東
京
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

佐
藤
由
美
子
（
30
期
）

昭和 41 年～平成 11 年
増市校舎

１
．
会
長
挨
拶

・
本
部
同
窓
会
に
参
加
、
三
百

名
の
参
加
で
盛
会
で
し
た
。

・
白
鳥
会
東
京
同
窓
会
（
栄
高
）

の
十
周
年
記
念
総
会
へ
参
加
。

居
百
人
の
参
加
、
２
年
に
１
回

の
開
催
。

２. 

平
成
二
十
五
年
度
会
計
報
告

・
福
岡
会
計
部
長
よ
り
報
告
。

・
永
井
会
計
監
査
よ
り
適
正
な

会
計
処
理
と
の
報
告
。

・
正
式
に
は
総
会
に
諮
る
こ
と

に
な
る
。
→ 

了
承
。

３. 

第
四
十
五
回
総
会
に
つ
い
て

・
白
崎
事
務
局
長
よ
り
記
念
総
会

と
す
る
案
の
説
明
。

・
会
費
の
他
に
補
助
の
件
、
準
備

委
員
会
の
発
足
と
瀬
高
氏
を
委

員
長
依
頼
、
30
期
前
後
の
幹
事

を
指
名
。

【
質
疑
応
答
】
先
輩
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
は
す
で
に
十
分
、
補
助

を
広
報
誌
へ
当
て
て
は
？ 

→ﾀﾌﾞ
ﾛｲﾄﾞ

版
を 

A4
版
に
変
更
で
広
告

不
要
と
な
り
、
印
刷
編
集
費
用

も
十
分
。

記
念
総
会
と
す
る
事
は
役
員
で

決
め
た
の
か
→
正
副
部
長
会
、

三
役
会
、
幹
事
会
で
決
め
る
。

百
万
円
補
助
は
多
い
の
で
は
→
上

限
と
し
て
考
え
る
→ 

了
承
。

４. 
第
四
十
三
回
総
会
に
つ
い
て

担
当
幹
事
（
12 

期 

）
よ
り
報
告
。

・
今
回
は
、
懇
親
会
の
乾
杯
の
前

に
来
賓
、
招
待
恩
師
か
ら
ご
挨
拶

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
い
。

・
32 

期
の
方
と
一
緒
に
総
会
を
準

備
、
実
施
し
て
ゆ
く
。
→
了
承
。

５. 

各
部
か
ら
の
報
告

（
１
） 

総
務
部 　

① 

幹
事
会
員
名
簿
確
認

② 

幹
事
辞
退 

鈴
木
敬
子
（
2
期
）

（
２
） 

事
業
部 　
総
会
の
担
当
期

に
つ
い
て

来
年
度 

第
44
回
は 

19
期
、
26
期 

が
担
当
、
第
45
回
記
念
総
会
後
の

第
46
回
以
降
は
後
日
検
討
、
提
案

し
た
い
。

（
３
） 

広
報
部 　

① 

会
報
「
し
み
ず
」
の
件

・
A4
サ
イ
ズ
の
会
報
を
作
成
す
る
。

特
集
内
容
の
説
明
。

・
紙
面
で
は
不
十
分
な
点
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
補
い
た
い
。
今
後
小

泉
が
担
当
。

・
広
告
は
基
本
的
に
受
付
ず
。

６. 

そ
の
他

・
飯
田
顧
問(
１
期)

が
脳
梗
塞

の
た
め
入
院
、
病
状
を
釣
部
顧
問 (

１
期)

が
報
告
。

・
葉
書
印
刷
、
総
会
の
準
備
な

ど
今
後
飯
田
邸
を
使
用
で
き
な

い
。 

・
葉
書
印
刷
は
別
手
段
を
検
討
。

総
会
準
備
は
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
を
借
用
し
た
い
。

・
当
ホ
ー
ル
は
一
般
開
放
施
設
、

た
だ
し
事
前
に
申
し
込
み
制
、

活
用
さ
れ
た
い
。 

７. 

次
回
幹
事
会
（
予
定
）

日
程
：
平
成
27
年
2
月
7
日（
土
）

場
所
：
月
島
機
械
本
社 

　

二
階
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

  定期幹事会議事録
　　　　　　　　　　　  平成 26 年 7 月 12 日

  次回の総会
　第 44 回東京同窓会総会・懇親会
   平成 27 年 10 月３日（土曜日）
   学年幹事　19 期、26 期

ホームページの URL が変わりました
 http://www.shimizutokyo.com

　当分 shimizutokyo.net も有効です



（3） しみず

　
「
将
来
、
○
○
屋
を
開
業
し
て
○

○
し
た
い
」
と
は
、
誰
も
が
一
度
は

夢
見
る
こ
と
。
こ
の
夢
「
美
味
し
い

パ
ン
を
作
り
た
い
」
を
退
職
後
に
実

現
さ
せ
た
竹
谷
光
司
君
で
す
。

　

週
4
日
だ
け
の
営
業
、
売
場
面
積

3
坪
の
小
さ
な
お
店
、
し
か
し
「
食

べ
ロ
グ
」
等
の
口
コ
ミ
は
、「
狭
い

け
ど
か
わ
い
い
お
店
」、「
仕
事
場
が

見
え
て
良
い
」、「
昼
過
ぎ
は
売
り
切

れ
が
多
い
」、「
美
味
し
く
て
び
っ
く

り
！
」　

と
高
評
価
ば
か
り
で
、
お

客
さ
ん
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。
そ

　
パ
ン
業
界
の

　
　
　
リ
ー
ダ
ー

　

彼
は
、
北
大
水
産
学
部
卒
業
後
、

大
手
製
パ
ン
へ
入
社
。
違
和
感
を
感

じ
退
社
、
神
戸
の
老
舗
ベ
ー
カ
リ
ー

の
留
学
生
募
集
に
応
募
し
て
ド
イ
ツ

（
ハ
ン
ブ
ル
ク
北
東
の
街
）
で
3
年

間
修
業
、帰
国
後
日
清
製
粉
に
て「
パ

ン
と
小
麦
粉
の
研
究
」
を
続
け
、
製

粉
研
究
所
所
長
も
歴
任
し
ま
し
た
。

彼
の
著
書
「
新
し
い
製
パ
ン
基
礎
知

識
」
は
、
パ
ン
の
プ
ロ
を
目
指
す
人

達
の
バ
イ
ブ
ル
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
若
手
パ
ン
職
人
向
け
の
「
ベ
ー

カ
リ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
発
足
さ
せ
、

今
日
の
パ
ン
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
人

を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　　
「
大
地
か
ら
の
麦 

海
か
ら
の
塩 

天

か
ら
の
水 

自
然
が
く
れ
た
最
高
の

贈
り
物 
そ
の
結
晶
が
パ
ン
」。
つ
ま

り
「
日
本
人
は
、
ま
だ
自
分
達
の
パ

ン
を
知
ら
な
い
」、
そ
の
土
地
の
美

味
し
い
パ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
食
パ

ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、

ド
イ
ツ
の
ド
イ
ツ
パ
ン
、
イ
ン
ド
の

ナ
ン
等
の
様
に
そ
の
土
地
で
生
産
さ

れ
た
小
麦
で
作
ら
れ
て
い
る
の
に
、

日
本
で
は
未
だ
に
外
国
産
小
麦
使
っ

て
い
る
。
国
産
の
小
麦
で
日
本
人
の

好
む
パ
ン
が
で
き
る
筈
と
研
究
に
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

周
囲
の
人
の
後
押
し

　

開
店
間
近
の
頃
、
近
く
で
パ
ン
屋

経
営
の
ご
隠
居
さ
ん
に
「
竹
谷
さ
ん

は
パ
ン
作
り
は
先
生
だ
け
ど
、
パ
ン

屋
は
ま
ま
ご
と
の
よ
う
」
と
評
し
、

更
に「
私
は
78
歳
ま
で
や
っ
た
の
で
、

竹
谷
さ
ん
も
後
15
年
は
や
れ
る
は

ず
」
と
、
ま
る
で
ご
自
分
の
息
子
さ

ん
を
見
る
よ
う
な
目
で
パ
ン
を
作
る

姿
を
見
て
い
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

早
起
き
し
て
自
分
の
好
き
な
パ
ン

作
り
を
行
う
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
ご
主
人
の
定
年
で
「
や
れ

や
れ
」
と
思
わ
れ
た
奥
様
と
平
日
お

勤
め
の
お
嬢
様
が
突
然
店
番
を
手
伝

う
こ
と
に
な
る
と
は
、
さ
ぞ
か
し
驚

か
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ご
子
息
も

客
の
応
対
を
担
当
さ
れ
、
ま
さ
に
家

  美味しいパン
　　の研究工房  
                              つむぎ
　〒 285-0858　
　佐倉市ユーカリが丘 2 － 2 － 7
　電話　043-377-3752
    営業：木金土日 10：00 ～ 17：00
   ユーカリが丘線「公園前駅」下車
   出口正面徒歩 1 分 新しい製パン基礎知識

　　㈱パンニュース社

食パン、フランスパン、ドイツパン、

惣菜パン、菓子パン等計４０種

OB の本  OB の店

62 歳パン屋開業 竹谷君　

の
理
由
は
パ
ン
業
界
で
竹
谷
君
の
名

前
を
知
ら
な
い
の
は
「
モ
グ
リ
」
だ

か
ら
で
す
。

族
的
暖
か
い
雰
囲
気
で
も
て
な
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
夢
実
現

の
裏
に
は
、
彼
自
身
の
思
い
の
大
き

さ
に
加
え
、
見
守
っ
て
く
れ
た
人
達

や
ご
家
族
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
た

こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

平成 26 年 10 月 4 日
　

東
京
同
窓
会
ゴ
ル
フ
部
の
第

五
十
七
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
、
七
月

十
七
日
（
木
）、
初
の
東
京
区
部
で

の
開
催
と
な
る
江
東
区
の
「
若
洲
ゴ

ル
フ
リ
ン
ク
ス
で
、
初
参
加
二
名
を

含
め
二
十
名
が
参
加
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
盛
会
だ
っ
た
。
三
方
を
海
に
囲

ま
れ
、
立
ち
並
ぶ
高
層
ビ
ル
群
、
日

本
唯
一
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、

一
期
の
釣
部
さ
ん
か
ら
二
十
二
期
の

上
杉
さ
ん
ま
で
世
代
を
超
え
て
プ
レ

イ
し
た
。
優
勝
者
は
十
一
期
の
佐
藤

勝
彦
氏
、
準
優
勝
者
は
二
十
期
の
石

井
浩
介
氏
。
終
了
後
の
パ
ー
テ
ィ
で

は
、
最
終
の
ク
ラ
ブ
バ
ス
に
間
に
合

わ
な
い
ほ
ど
大
変
盛
り
上
が
り
懇
親

を
深
め
た
。

　

前
回
の
第
五
十
六
回
例
会
よ
り
、

会
長
が
佐
藤
勝
彦
氏
（
11
期
）
か
ら

松
井
康
彦
氏（
15
期
）に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
さ
れ
常
任
幹
事
五
名
の
体
制
で
運

営
、
会
則
に
東
京
室
蘭
清
水
丘
同
窓

会
に
寄
与
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て

お
り
、
ゴ
ル
フ
会
会
員
を
募
集
し
て

い
る
。こ
の
会
は
ス
コ
ア
よ
り
親
睦
・

懇
親
が
主
体
。「
初
心
者
大
歓
迎
で

す
の
で
、
会
員
登
録
・
ご
参
加
を
お

待
ち
い
た
し
ま
す
。
特
に
女
性
会
員

が
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
会

員
は
と
て
も
と
て
も
大
切
に
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
ご
家
族
、
ご
親
戚
、
友

人
の
参
加
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

　
　（常

任
幹
事
高
橋
美
沙
子
さ
ん
12
期

　

Email misako@w2.dion.ne.jp 
     Tel/Fa:03-5748-3250

）

　

ゴ
ル
フ
会
例
会
は
年
四
回
、
基
本

は
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
に
開

催
し
て
お
り
、
次
回
第
五
十
八
回
コ

ン
ペ
は
十
月
九
日
、
よ
み
う
り
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
で
の
開
催
が
決
ま
っ
て
い

る
。

     

パ
ン
の
師
匠
か
ら

　
　
　
　
　
貰
っ
た
言
葉

早川順一（１６期）

　
東
京
同
窓
会
ゴ
ル
フ
部

ス
コ
ア
よ
り
親
睦



しみず （4）　

室
蘭
民
報
は
八
月
六
日
の
朝
刊
で

人
口
減
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
実

際
に
室
蘭
を
訪
れ
て
み
る
と
実
感
す

る
が
、
市
の
統
計
数
字
（
昭
和
45
年

と
平
成
25
年
）
で
見
て
み
る
と
一
目

瞭
然
だ
。特
に
中
央
町
界
隈
と
母
恋
、

御
前
水
、
輪
西
地
区
は
往
時
の
38
％

だ
。
こ
の
地
区
の
廃
れ
た
様
子
は
ま

と
も
に
見
て
い
ら
れ
な
い
状
態
だ
。

年
齢
層
の
分
布
に
も
顕
著
に
現
れ
て

い
て
、
30
代
、
40
代
が
半
減
し
て
い

る
。
従
っ
て
児
童
数
減
少
に
な
っ
て

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
繋
が
っ
て
い

る
。
今
年
６
月
に
訪
問
し
た
天
沢
小

学
校
も
児
童
数
１
２
０
、
従
っ
て
再

来
年
の
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
後
に

廃
校
が
決
ま
っ
て
い
る
と
聴
か
さ
れ

て
驚
か
さ
れ
た
。

　

人
の
動
き
が
減
少
す
る
と
、
そ
れ

を
支
え
る
交
通
の
便
に
も
影
響
が
出

る
。
つ
ま
り
、
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
ダ

イ
ヤ
が
変
更
さ
れ
、
採
算
の
取
れ
な

い
路
線
は
見
捨
て
ら
れ
る
。
足
の
便

が
悪
く
な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
人
の
流
れ
は
激
減
す
る
。
客
足
が

遠
の
く
と
お
店
も
少
な
く
な
っ
た
り

の
淘
汰
が
始
ま
っ
て
し
ま
う
。
こ
の

点
で
も
、好
循
環
は
望
め
な
く
な
る
。

  

　
75
年
前
に
逆
戻
り
　
　
　

　

常
盤
町
在
住
の
友
人
は
、「
ち
ょ
っ

と
し
た
身
の
回
り
の
物
や
衣
料
品
を

売
っ
て
い
る
店
は
こ
の
付
近
に
全
く

な
い
」
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
嘗
て
の

繁
華
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
は
５
年
前

に
覆
い
が
撤
去
さ
れ
、
土
曜
日
で

あ
っ
て
も
開
い
て
い
る
お
店
は
数

軒
、
裏
浜
通
り
も
、
小
公
園
か
ら
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
至
る
通
り
で
も
、

同
じ
く
数
軒
し
か
営
業
し
て
い
な

か
っ
た
。
我
々
が
お
世
話
に
な
っ
た

喫
茶
店
「
す
ず
や
」
は
18
時
過
ぎ
に

は
す
ご
す
ご
と
店
先
に
出
て
、
周
り

を
見
回
し
て
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ

す
始
末
で
一
服
も
叶
わ
な
い
。
従
っ

て
、
日
中
も
、
夜
の
帳
が
下
り
て
も

殆
ど
の
人
影
は
無
く
、た
だ
海
岸
町
、

埠
頭
付
近
だ
け
煌
煌
と
明
る
く
な
っ

て
い
る
の
が
目
撃
し
た
光
景
だ
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
放
置

　

昭
和
56
年
に
丸
井
今
井
が
中
島
へ

移
動
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
跡
地
に
長

崎
屋
の
出
店
が
中
央
町
を
取
り
巻
く

地
域
の
衰
退
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
嘗
て
の
室
蘭
専

門
店
会
登
録
店
は
千
件
超
、
も
う
一

つ
の
商
店
会
で
も
同
等
の
加
盟
数

だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
機

構
も
苫
小
牧
や
伊
達
と
統
合
さ
れ

た
。

　

ラ
ー
メ
ン
の
「
な
か
よ
し
」
は
中

央
町
に
二
店
舗
、
中
島
一
店
舗
だ
っ

た
が
、
現
在
は
中
央
町
は
一
店
舗
、

東
地
区
に
は
六
店
舗
と
逆
転
現
象

だ
。
生
き
残
り
に
は
い
た
し
か
た
な

い
と
は
言
え
、
さ
び
し
い
限
り
だ
。

お
腹
が
空
い
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
下

校
時
に
寄
っ
た
他
の
ラ
ー
メ
ン
店
は

今
は
無
く
、
唯
一
見
か
け
た
の
は
学

校
に
直
訴
し
て
許
可
し
て
も
ら
っ
た

喫
茶
店「
す
ず
や
」だ
け（
だ
と
思
う
、

実
際
は
判
ら
な
い
）。
他
に
喉
を
潤

せ
る
小
休
止
で
き
る
店
は
か
な
り
歩

き
回
っ
て
も
見
つ
け
ら
れ
ず
、
唯
一

国
道
沿
い
の
ロ
ー
ソ
ン
だ
け
が
頼
り

だ
っ
た
。

所
有
権
不
在
物
件
の　
　

　
　

取
扱
い
に
苦
慮

　
「
所
有
者
が
存
在
し
な
い
空
き
家

は
、
09
年
に
は
外
壁
の
モ
ル
タ
ル
が

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
落
下
す
る
く

ら
い
建
物
の
崩
壊
が
一
層
進
ん
で
お

り
、
外
壁
が
外
側
に
湾
曲
、
屋
根
も

建
物
内
部
に
向
か
っ
て
崩
れ
て
い
る

状
態
。
市
は
12
年
12
月
に
「
室
蘭
市

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
し
た
が
、
法
的
に
は
所

有
者
が
存
在
し
て
い
な
い
状
態
で
は

条
例
に
基
づ
く
対
応
が
難
し
い
と
し

て
い
る
。

　
　
　
（
14
年
6
月
20
日
（
金
）
民
報
）

 

対
策
に
苦
心
の
市

市がヒアリングした内容の抜粋

　

一
方
室
蘭
市
の
公
共
施
設
整
備
や

空
き
家
対
策
で
は
、
建
設
や
不
動

産
、
商
店
な
ど
関
連
す
る
民
間
力
の

活
用
に
熱
い
視
線
が
集
ま
っ
て
い
る

様
だ
。
公
共
施
設
整
備
で
は
、
向
陽

中
学
校
跡
地
へ
の
複
合
公
共
施
設
の

計
画
が
注
目
さ
れ
、
老
朽
施
設
改
修

や
市
の
直
営
は
財
政
面
か
ら
も
難
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
イ

申
し
訳
な
い
が
明
ら
か
に
立
地
の
失

敗
、
集
客
で
き
な
い
施
設
に
な
っ
て

い
る
。

　

更
に
そ
の
先
に
あ
る
「
ゆ
ら
ら
温

泉
」
は
、
市
民
で
さ
え
も
「
一
回
は

行
っ
た
べ
さ
、
そ
ん
だ
け
」
と
。
し

か
も
バ
ス
ル
ー
ト
は
酷
く
日
に
数

便
、
自
家
用
だ
け
で
し
か
辿
り
着
け

な
い
の
だ
。
も
し
こ
れ
ら
に
似
た
施

地域別
人口減少の割合

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
な
ど
の
事
業
手
法
（
民
間
資

金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
て
、設
計
・

建
設
、
運
営
ま
で
を
民
間
が
行
う
内

容
）
を
取
り
入
れ
る
と
の
こ
と
だ
。

し
か
し
話
題
に
上
る
の
は
東
地
区
ば

か
り
で
、
何
処
を
探
し
て
も
蘭
西
地

区
の
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
各
地
区

の
空
き
家
、
空
き
店
舗
の
情
報
を
公

開
し
て
い
る
が
、
持
ち
主
が
手
放
す

意
思
を
持
っ
て
い
な
い
の
か
、
数
軒

に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
入
居

に
際
し
て
は
、
酒
の
提
供
、
飲
食
の

配
達
な
ど
の
業
種
は
禁
止
し
て
い

る
。
過
去
の
反
映
は
、
少
な
く
と
も

ア
ー
ケ
ー
ド
や
裏
浜
は
夕
方
か
ら
夜

半
で
賑
わ
っ
た
街
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　

そ
の
他
の
都
市
計
画
を
覗
く
と
、

む
し
ろ
海
岸
町
か
ら
埠
頭
に
至
る
土

地
を
主
眼
に
し
て
い
る
よ
う
で
、
新

店
舗
、
新
規
ビ
ル
建
設
、
公
園
整
備

が
集
中
し
、
ど
ん
ど
ん
旧
繁
華
街
が

置
い
て
け
ぼ
り
を
喰
ら
っ
て
い
る
様

相
だ
。
ま
る
で
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン

に
は
手
を
付
け
な
い
姿
勢
に
見
え

る
。
工
場
の
夜
景
を
楽
し
む
ナ
イ
ト

ク
ル
ー
ズ
が
有
名
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、「
ホ
エ
ー
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

や
「
室
蘭
八
景
」
な
ど
の
観
光
に
頼

週末でも人通りがない

平成 26 年 10 月 4 日

89,907 人

観光について
　・⽩⿃⼤橋周辺に宿泊施設・レストラン等の設
　　置を（みたらだけでは寂しい）。
　・各種観光施設の整備・補修をしっかりと⾏な
　　うべき。
　・市⺠や観光客が楽しめるイベントをもっと実
　　施すべき。
　・地球岬周辺の観光道路の早期整備を。
　・室蘭の海岸線の美しさなど、特⾊有る⾃然等
　　をもっと PR すべき。
　・公園・花・みどり等について
　・⾃然に⼿を加えすぎないで、有効に⽣かして
　　くべき。
　・街なかに花やみどりをもっと増やして、維持・
　　管理もしっかり⾏なうべき。
　・街路樹の落ち葉をきちんと清掃すべき。
　・公園の壊れた遊具の⼿⼊れや草刈りをきちん
　　とやるべき。
　・⼊江のような⼤きな公園をもっと増やして欲
　　しい
交通について
　・冬の坂道は危険なので、もっとロードヒーティ
　　ングの設置を。
　・道路や歩道の段差を解消すべき。
　・違法駐車が街なかにあふれているので、市街
　　地に公共駐車場を設置すべき。
　・バス路線や本数の改善を図るべき。
＜中央地区＞
   ・エレベータなどで測量⼭に登りやすくなれば
　　いい
　・胆振⽀庁を室蘭に残したい
　・駅前に朝市ができればいい
　・駐車車両が多いので駐車場を作って欲しい
　・北洋銀⾏の空き店舗を市で何かに活⽤できな
　　いのか
　・日曜日に商店街のシャッターが閉まっている
　　ので、よそから来た⼈がトイレがなくて困っ
　　ている。トイレを作ってほしい。
　・中央埠頭や⻄埠頭は、釣りをしている⼈が多い。
　  フェンスを作って簡易釣り場にしてはどう
　・道路を拡幅するのではなく、バスを小型化し
     ていく⽅法もあるのではないか
　・雪が多く降ると雪捨て場がないので不便。また、
     お年寄りにとっては歩きにくいので⼿すりの充
     実が必要
　・市⽴病院のバスの⼊り⽅は逆周りの⽅がいい

平成 26 年 8 月 31 日現在

　詳細は次を参照 ( 室蘭市都市計画マスタープラン )
　http://www.city.muroran.lg.jp/main/org7310/
　tosi3.html



（5） しみず    

通
過
の
街
で                 

                 

い
い
の
か

　

中
央
町
、
海
岸
町
付
近
の
現
状

は
、
バ
イ
パ
ス
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
か
ら
新

室
蘭
駅
横
に
至
る
）
の
性
も
あ
っ

て
、
単
に
通
過
点
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
白
鳥
大
橋
に
い
た
る
道
路
も

単
な
る
道
路
で
、
し
か
も
唯
一
の
道

の
駅
で
あ
る
べ
き
「
ミ
タ
ラ
」
は
、

｛
暇
が
あ
る
人
だ
け
見
た
ら
い
い
べ

さ
｝
に
聞
こ
え
る
位
、
大
橋
の
入
り

口
を
６
０
０
ｍ
通
り
越
し
た
先
に
有

る
為
、
通
過
者
（
車
）
が
立
ち
寄
る

必
然
性
が
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

ま
し
て
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
全
盛
の
時
代
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
立
地
の
不
利
や
交
通
・
流
通
の

デ
メ
リ
ッ
ト
無
関
係
の
事
業
は
十
分

に
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
に
安
価
で
オ
フ
ィ
ス

貸
し
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
実
績
が
出

せ
る
よ
う
な
助
成
を
す
る
こ
と
で
、

住
民
と
し
て
根
付
き
、
評
判
に
な
れ

ば
人
口
増
へ
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
も
期

待
十
分
と
思
う
。
首
都
だ
け
で
は
な

く
過
疎
化
に
悩
む
地
方
市
で
も
、
こ

れ
に
似
た
積
極
的
施
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。
徳
島
空
港
か
ら
50
分
離
れ
た

付
け
た
物
作
り
な
ど
と
、
地
域
性
に

依
存
し
な
い
起
業
を
誘
致
し
て
ゆ
く

こ
と
の
、
同
時
並
行
施
策
が
必
要
に

思
え
て
な
ら
な
い
。

　

首
都
圏
の
あ
る
街
で
は
蔵
な
ど
の

歴
史
的
建
造
物
は
壊
さ
ず
に
再
利
用

し
店
舗
誘
致
、
事
務
所
と
し
て
再
利

用
の
リ
ポ
ー
ト
が
新
鮮
だ
っ
た
。
こ

の
ア
イ
デ
ア
は
室
蘭
で
も
採
用
可
能

と
思
う
。

市がヒアリングした内容の抜粋

申
し
訳
な
い
が
明
ら
か
に
立
地
の
失

敗
、
集
客
で
き
な
い
施
設
に
な
っ
て

い
る
。

　

更
に
そ
の
先
に
あ
る
「
ゆ
ら
ら
温

泉
」
は
、
市
民
で
さ
え
も
「
一
回
は

行
っ
た
べ
さ
、
そ
ん
だ
け
」
と
。
し

か
も
バ
ス
ル
ー
ト
は
酷
く
日
に
数

便
、
自
家
用
だ
け
で
し
か
辿
り
着
け

な
い
の
だ
。
も
し
こ
れ
ら
に
似
た
施

設
を
海
岸
町
あ
た
り
に
立
地
さ
せ
ら

れ
れ
ば
、
立
ち
止
り
の
で
き
る
街
へ

即
刻
変
身
可
能
だ
と
感
じ
る
。

　

一
方
、
市
が
主
導
の
中
央
地
区
の

見
直
し
開
発
計
画
を
見
て
も
、
中
央

町
、
浜
町
は
わ
ず
か
二
・
三
件
の
空

き
家
案
内
と
、
入
居
の
助
成
だ
け
の

施
策
で
及
び
腰
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

地
場
の
産
業
、
工
業
、
商
業
だ
け

に
頼
る
の
で
は
な
く
、
地
域
性
・
特

長
を
生
か
し
て
、
も
っ
と
発
信
力
を

外
部
の
ア
イ
デ
ア
　
　

　
　
　   

を
蘭
西
に

僅
か
六
千
人
の
村
で
も
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
で
だ
け
で
古
い
民
家
な
ど
を
再

利
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
多
数
移
住
し

て
、
あ
っ
と
言
う
間
に
人
口
が
倍
増

し
た
例
を
見
聞
き
す
る
と
、
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
。
東
京
で
も
大
学
を

ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
起
業
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
ビ
ル
へ
入
居
し
成
功
し

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
企
業
の
例
が

あ
る
。
室
工
大
の
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー

ナ
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
中
央

町
あ
た
り
に
安
価
で
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
在
る
部
屋
を
提
供
、
更
に
は
青

少
年
科
学
館
と
も
連
携
で
き
る
工
夫

を
す
れ
ば
、
自
由
な
発
想
で
様
々
な

ト
ラ
イ
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

島
根
の
島
で
は
、
全
く
外
部
の
人

に
島
の
産
物
を
利
用
し
た
商
品
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
て
、
売
れ
行
き
の
好

調
な
も
の
が
続
々
考
え
だ
さ
れ
て
い

る
実
例
も
あ
る
。六
次
産
業
と
し
て
、

市
民
の
意
見
だ
け
に
固
執
せ
ず
、
広

く
企
画
を
公
募
す
る
仕
組
み
を
取
り

入
れ
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
室

蘭
な
ら
で
は
の
製
品
へ
繋
げ
て
ゆ
く

こ
と
も
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
英
知
の
結
集
を

　

苫
小
牧
で
ホ
ッ
キ
貝
で
成
功
の
飲

食
店
を
例
を
引
く
。
此
処
へ
の
来
店

客
の
殆
ど
は
地
元
客
で
は
な
か
っ
た

事
に
驚
い
た
。
苫
小
牧
と
室
蘭
、
立

地
で
劣
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

母
恋
の
弁
当
に
限
ら
な
い
商
品
開

発
や
通
信
販
売
、
そ
し
て
ホ
タ
テ
、

ウ
ニ
な
ど
ト
ッ
カ
リ
シ
ョ
や
増
市
な

ど
の
特
産
を
生
か
し
た
販
売
な
ど
、

も
っ
と
効
果
的
対
策
は
十
分
に
あ
り

う
る
。
昆
布
を
練
り
込
ん
だ
麺
を
発

売
の
ニ
ュ
ー
ス
も
見
る
が
、
僅
か
エ

ン
ル
ム
で
し
か
扱
わ
な
い
そ
う
だ
。

他
に
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
、
輪
西
の
サ

ケ
風
味
の
納
豆
、
そ
し
て
異
色
の
う

ず
ら
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

　

米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
ん
と
内

陸
の
土
地
で
エ
ビ
の
養
殖
で
大
成
功

の
こ
と
を
聞
く
。
道
内
の
エ
ビ
漁
獲

量
は
低
く
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
、
仮

に
室
蘭
で
養
殖
を
行
い
道
内
の
み
供

給
で
も
十
分
に
採
算
の
プ
ラ
ン
が
可

能
と
考
え
ら
れ
る
。
海
産
物
の
イ

メ
ー
ジ
使
え
る
こ
の
案
も
候
補
に
挙

げ
て
は
ど
う
か
と
、
毎
日
考
え
る

日
々
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
そ
う
だ

る
だ
け
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
市
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
広
く
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
一
部
を
掲
載
）

を
求
め
、
こ
れ
ら
意
見
も
含
め
て
対

策
を
取
り
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、

住
民
の
意
見
は
総
合
的
見
地
に
は
読

め
な
い
。
市
役
所
だ
け
が
厳
し
い
現

実
を
目
の
前
に
苦
労
し
て
い
る
。

   

ア
ー
ク
ス
は

　
　
　
救
世
主
？

　

今
年
７
月
に
旧
長
崎
屋
跡
に
大
型

ス
ー
パ
ー
が
開
店
、
秋
に
は
二
・
三

階
に
テ
ナ
ン
ト
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

だ
。
し
か
し
、
買
い
物
へ
の
不
都
合

は
解
消
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ

け
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
新
店
舗
の
進
出
で
市
民
の
流

れ
は
変
わ
っ
て
、
長
崎
屋
が
あ
っ
た

時
に
近
い
こ
の
地
域
の
活
性
化
は
望

め
る
が
、
逆
に
中
央
町
、
浜
町
が
更

に
後
塵
を
拝
す
る
結
果
に
な
り
は
し

な
い
か
心
配
は
尽
き
な
い
。

週末でも人通りがない

観光について
　・⽩⿃⼤橋周辺に宿泊施設・レストラン等の設
　　置を（みたらだけでは寂しい）。
　・各種観光施設の整備・補修をしっかりと⾏な
　　うべき。
　・市⺠や観光客が楽しめるイベントをもっと実
　　施すべき。
　・地球岬周辺の観光道路の早期整備を。
　・室蘭の海岸線の美しさなど、特⾊有る⾃然等
　　をもっと PR すべき。
　・公園・花・みどり等について
　・⾃然に⼿を加えすぎないで、有効に⽣かして
　　くべき。
　・街なかに花やみどりをもっと増やして、維持・
　　管理もしっかり⾏なうべき。
　・街路樹の落ち葉をきちんと清掃すべき。
　・公園の壊れた遊具の⼿⼊れや草刈りをきちん
　　とやるべき。
　・⼊江のような⼤きな公園をもっと増やして欲
　　しい
交通について
　・冬の坂道は危険なので、もっとロードヒーティ
　　ングの設置を。
　・道路や歩道の段差を解消すべき。
　・違法駐車が街なかにあふれているので、市街
　　地に公共駐車場を設置すべき。
　・バス路線や本数の改善を図るべき。
＜中央地区＞
   ・エレベータなどで測量⼭に登りやすくなれば
　　いい
　・胆振⽀庁を室蘭に残したい
　・駅前に朝市ができればいい
　・駐車車両が多いので駐車場を作って欲しい
　・北洋銀⾏の空き店舗を市で何かに活⽤できな
　　いのか
　・日曜日に商店街のシャッターが閉まっている
　　ので、よそから来た⼈がトイレがなくて困っ
　　ている。トイレを作ってほしい。
　・中央埠頭や⻄埠頭は、釣りをしている⼈が多い。
　  フェンスを作って簡易釣り場にしてはどう
　・道路を拡幅するのではなく、バスを小型化し
     ていく⽅法もあるのではないか
　・雪が多く降ると雪捨て場がないので不便。また、
     お年寄りにとっては歩きにくいので⼿すりの充
     実が必要
　・市⽴病院のバスの⼊り⽅は逆周りの⽅がいい

　詳細は次を参照 ( 室蘭市都市計画マスタープラン )
　http://www.city.muroran.lg.jp/main/org7310/
　tosi3.html



（6） しみず 平成 26 年 10 月 4 日

  海 外 雑 話　                     　
学
年
幹
事
を
拝
命
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

木
下
二
郎
（
32
期
）

  

現
役
の
時
仕

事
柄
色
々
な

国
を
訪
問
し
、

今
で
は
笑
い

話
の
様
に
そ

の
時
の
事
を

思
い
出
し
ま

す
。
そ
れ
ら

か
ら
日
本
で

は
有
り
え
な

い
逸
話
を
紹

介
し
ま
す
。

    

水
を
分
け
る
？

                          　
　
　

カ
ラ
チ

　

空
港
到
着
早
々
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
2

本
を
貰
い
ま
し
た
。
色
の
付
い
た
方

は
飲
料
、
無
色
の
方
は
歯
磨
き
や
目

を
拭
く
為
と
の
説
明
で
す
。
け
し
て

水
道
の
水
は
ホ
テ
ル
と
言
え
ど
無
暗

に
使
わ
ぬ
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
管
に
亀
裂
が
入
っ
て
水
道
水
に

雑
菌
が
入
っ
て
い
る
為
だ
そ
う
で

す
。
一
方
ア
ル
コ
ー
ル
も
公
式
で
は

禁
止
で
す
。
ホ
テ
ル
で
は
飲
め
る
よ

う
で
す
が
。(

笑)

    

ト
イ
レ
も
で
す
か
？

                      　
　

ニ
ュ
ー
デ
リ

　

左
手
は
不
浄
な
の
で
子
供
の
頭
を

撫
で
た
り
す
る
と
殺
さ
れ
る
と
良
く

注
意
さ
れ
ま
し
た
。
朝
ホ
テ
ル
の
窓

か
ら
下
を
観
察
す
る
と
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
水
の
入
っ
た
缶
を
手
に
人
が
出

て
き
ま
す
。
適
当
な
場
所
で
用
を
足

し
左
手
を
使
っ
て
缶
の
水
で
洗
う
の

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
地
は
カ
ー
ス
ト
制

度
で
す
が
、
名
前
で
身
分
が
解
る
そ

う
で
す
。
仕
事
場
で
ゴ
ミ
を
つ
い
拾

お
う
と
す
る
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
レ
ベ
ル
の
人
と
見
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

つ
い
口
寂
し
く
て

                　
　
　
　

ジ
ャ
カ
ル
タ

　

ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
出

来
事
で
す
。、
テ
ー
ブ
ル
に
コ
ッ
プ

に
入
っ
た
野
菜
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
あ

り
、
な
に
げ
な
く
口
に
入
れ
て
し
ま

い
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
夜
突
如
強

烈
に
胃
が
引
っ
張
ら
れ
る
痛
み
に
襲

わ
れ
ま
し
た
。
急
ぎ
医
者
を
呼
ん
だ

と
こ
ろ
注
射
さ
れ
微
熱
は
残
り
ま
し

た
が
、
我
慢
で
き
な
い
痙
攣
は
治
ま

り
ひ
と
安
心
。
医
者
に
よ
れ
ば
コ
レ

ラ
と
の
こ
と
、
し
か
し
コ
レ
ラ
菌
1

個
ぐ
ら
い
で
は
法
定
伝
染
病
に
は
な

ら
な
い
と
の
こ
と
。
下
痢
な
ど
お
こ

し
た
こ
と
の
な
い
私
の
水
の
失
敗
で

す
。
海
外
で
は
た
だ
の
「
水
」
に
も

ご
注
意
を
。

     　
た
だ
の
卵
で
は
？

　

                   　
マ
ニ
ラ

　

マ
ニ
ラ
の
ゴ
ル
フ
場
で
は
物
売
り

が
す
り
寄
っ
て
卵
を
売
り
つ
け
る
の

で
す
。
な
ん
と
孵
化
直
前
の
姿
し
た

の
を
飲
み
込
む
風
習
だ
そ
う
で
す

が
、
香
港
で
蛇
、
蛙
、
鳩
な
ど
で
鍛

え
ら
れ
て
い
た
私
で
す
が
無
理
で
し

た
。
と
こ
ろ
で
時
々
ク
ー
デ
タ
ー
が

起
き
る
国
で
す
が
、
終
わ
る
と
敵
・

味
方
関
係
無
く
元
の
職
場
に
戻
る
そ

う
で
す
。
何
か
の
ど
か
さ
を
感
じ
ま

す
ね
。

    

規
則
守
る
ん
だ
?!

                            

香
港
（
返
還
前
）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
向
側
の
家
は
三
世

代
の
家
庭
で
し
た
。
土
曜
日
の
夜
は

決
っ
て
マ
ー
ジ
ャ
ン
で
す
。
ガ
ラ
ガ

ラ
の
騒
音
が
ず
っ
と
壁
越
し
に
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
騒
音
に
関
し
て
は
夜

12
時
迄
苦
情
を
言
え
な
い
取
り
決
め

だ
そ
う
で
、当
初
は
困
り
ま
し
た
が
、

時
刻
に
な
る
と
ピ
タ
リ
。
ち
ゃ
ん
と

取
り
決
め
を
守
っ
て
い
る
こ
と
は
意

外
で
し
た
。

　

清
水
丘
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
事

務
局
諸
先
輩
の
ご
指
導
の
も
と
、
12

期
の
皆
様
と
共
に
本
年
学
年
幹
事
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
拝
命
と
は
名

ば
か
り
、
か
っ
こ
よ
く
表
現
い
た
し

ま
し
た
が
、
実
際
私
は
ベ
ン
チ
を
温

め
る
程
度
の
予
備
軍
で
し
て
、
そ
の

役
目
た
る
は
一
軍
選
手
の
今
迄
の
記

録
に
目
を
通
し
（
ま
あ
実
際
の
と
こ

ろ
は
皆
さ
ん
の
思
い
出
話
や
ご
苦
労

を
さ
れ
た
経
験
談
を
拝
聴
し
た
り
で

す
が
）、
今
後
我
々
若
年
同
窓
会
メ

ン
バ
ー
が
伝
統
あ
る
本
同
窓
会
の

運
営
に
少
し
で
も
貢
献
す
る
べ
く

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
中
で
す
。

　

ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
31
期
の
先
輩
に

お
誘
い
を
い
た
だ
き
昨
年
本
同
窓
会

に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

訳
で
す
が
、
44
回
目
に
も
な
る
総
会

に
は
百
五
十
名
を
超
え
る
方
々
が
ご

出
席
さ
れ
、
ま
た
そ
の
お
顔
ぶ
れ
か

ら
も
我
が
母
校
の
歴
史
を
改
め
て
感

じ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
英
語
科
出
身
で
あ
り
ま
す
私

に
と
っ
て
、
約
30
年
ぶ
り
と
な
り
ま

し
た
ギ
ン
グ
先
生
と
の
再
会
は
、
期

せ
ず
し
て
大
変
な
感
動
と
な
り
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
同
じ
く
卒
業
以
来
の

再
会
を
果
た
し
ま
し
た
同
期
の
3
名

と
は
感
無
量
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
微
力
な
が
ら
も
何
が
し

か
東
京
同
窓
会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

ま
だ
ご
参
加
の
な
い
皆
さ
ま
や
同
窓

会
の
存
在
を
も
知
ら
な
い
こ
れ
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
、
本
同
窓
会

の
事
を
お
伝
え
し
ご
参
加
の
機
会
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
始
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
東
京
同
窓
会
が
母
校
と

室
蘭
の
発
展
、
そ
し
て
同
窓
生
皆
さ

ま
の
お
役
に
な
る
よ
う
、
諸
先
輩
の

お
導
き
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小料理  室蘭
    杉並区高円寺南四丁目
     　24-11 宝山ビル
　    03-3318-0207
       営業 17 時～ 24 時

　

高
円
寺
駅
か
ら
徒
歩
２
分
程
で
暖

簾
に
「
む
ろ
ら
ん
」
の
文
字
発
見
！

カ
ウ
ン
タ
ー
は
常
連
客
で
満
席
、
私

達
は
奥
の
小
上
が
り
に
、
築
地
で
今

朝
仕
入
れ
た
と
い
う
魚
の
お
造
り
と

あ
さ
り
の
酒
蒸
し
を
注
文
、
ど
れ
も

新
鮮
で
美
味
！
本
格
的
な
蕎
麦
料
理

も
い
た
だ
け
る
の
で
蕎
麦
好
き
の
私

達
は
大
満
足
！

　

一
息
つ
い
て
、
お
か
み
さ
ん
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。ご
主
人
が
室
蘭
出
身
、

イ
ギ
リ
ス
で
料
理
人
を
し
て
い
た
時

に
奈
良
出
身
の
お
か
み
さ
ん
と
出
会

い
結
婚
、
日
本
に
帰
国
し
て
高
円
寺

に
お
店
を
構
え
た
。
ご
主
人
が
他
界

し
た
後
は
女
手
ひ
と
つ
で
店
を
続
け

て
き
た
が
、
昨
年
か
ら
は
料
亭
で
修

行
を
終
え
た
息
子
さ
ん
が
店
を
継
い

で
い
る
。「
室
蘭
、
特
に
清
水
丘
出

身
の
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ

て
き
た
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」
と
、
素
敵
な
笑
顔
で
私
た
ち

に
桃
の
お
酒
を
振
舞
っ
て
下
さ
っ

た
。
先
輩
た
ち
の
話
も
聞
け
て
心
が

ほ
っ
こ
り
し
た
夜
、
ご
馳
走
さ
ま
で

し
た
！

でホッコリ
    　小泉典子（30 期）

高円寺で 30 年

むろらん

佐藤勝彦　(11 期 )

突撃ルポ　シリーズ　第二弾

水にはご注意



（7） しみず

其処には伯父の通った小学校もあった
　同じ社宅へ⼊居する 時空の奇遇 も

  

茶
津
の
匂
い　

         

岡
島 

勝(

22
期
）

　

山
と
麓
を
覆
う
緑
豊
か
で
新
緑
の

頃
は
一
種
独
特
の
草
い
き
れ
、
フ
ィ

ト
ン
チ
ッ
ド
豊
か
な
社
宅
群
で
し

た
。こ
の
地
に
思
入
れ
が
あ
る
の
は
、

勿
論
青
春
を
過
ご
し
、
モ
ノ
ラ
ル
の

カ
セ
ッ
ト
デ
ッ
キ
片
手
に
茶
津
山
に

何
度
か
登
っ
た
こ
と
、
茶
津
か
ら
仏

坂
に
直
接
出
ら
れ
る
通
学
路
も
、
手

で
草
を
触
る
と
緑
色
に
匂
い
も
移
る

位
鬱
蒼
と
し
て
い
た
路
に
思
い
出
が

深
い
ん
で
す
。

　

母
恋
か
ら
引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た

日
、
父
親
が
「
今
度
の
処
は
昔
お
爺

さ
ん
と
伯
父
さ
ん
達
が
住
ん
だ
家

だ
」
と
。
庭
の
立
派
な
オ
ン
コ
の
木

が
証
拠
と
し
て
示
し
て
く
れ
ま
し

た
。
祖
父
は
陸
軍
の
検
査
官
と
し
て

大
正
九
年
か
ら
二
年
赴
任
。
当
時
の

家
屋
を
二
分
し
た
社
宅
に
私
達
は

引
っ
越
し
た
の
で
す
。
立
派
な
庭
か

ら
見
通
せ
る
反
対
側
の
天
沢
小
学
校

へ
妹
は
六
年
間
通
い
ま
し
た
。

　

更
に
父
の
誕
生
日
に
戦
死
し
た
伯

父
の
日
記
に
は
「
茶
津
小
学
校
」
が
。

市
へ
の
問
合
わ
せ
で
確
認
で
き
ま
し

た
。
御
幸
橋
の
坂
の
左
側
に
校
舎
が

有
っ
て
、
日
鋼
の
社
員
の
子
女
38
名

だ
け
に
認
可
さ
れ
大
正
十
一
年
ま
で

の
限
定
の
学
校
だ
っ
た
そ
う
で
す
。　

　

今
年
六
月
思
い
立
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
散
策
し
て
き
ま
し
た
。
す
る
と
往

時
の
面
影
は
全
て
消
去
り
、
花
畑
と

駐
車
場
が
正
門
前
に
、
旧
友
の
仕
事

場
・
住
宅
の
鍛
刀
所
、
瑞
泉
閣
、
一

号
役
宅
そ
し
て
旧
所
長
宅
が
「
茶
津

資
料
館
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
み

で
し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
85
世
帯
、

現
在
は
一
世
帯
。
し
か
も
、
市
の
政

策
の
関
係
で
、
御
幸
橋
か
ら
茶
津
山

の
東
側
を
通
抜
け
、
入
江
へ
通
じ
る

公
道
が
敷
設
さ
れ
た
た
め
、
元
の
社

宅
跡
は
部
外
者
立
入
り
禁
止
の
処
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
蘭
は
、
死
ぬ
前
に
も
う

一
回
茶
津
の
匂
い
を
嗅
い
で
お
き
た

い
と
思
い
立
ち
で
す
。
成
徳
か
ら
の

同
級
生
は
特
別
に
気
遣
っ
て
く
れ
、

同
窓
会
へ
の
誘
い
と
離
蘭
の
列
車
時

刻
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
為
旧
友
感
謝
、
想
再
一
次
!!

平成 26 年 10 月 4 日

　
母
恋
南
町
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

渡
辺
靖
之（
26
期
）

     

舟
見
町
の
通
学
と
放
課
後　
　

          

                                                           

加
藤
由
鶴
（
29
期)

　

38
年
前
高
校
生
の
頃
舟
見
町
（
栄

町
と
の
境
目
の
中
浜
の
崖
の
上
）
の

市
営
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
中
学
は
北
辰
で
、
坂
を
一
旦
下

り
て
山
手
町
か
ら
坂
を
上
る
約
25
分

の
道
の
り
で
し
た
。
一
方
、
清
水
高

に
は
バ
ス
通
学
で
し
た
。
一
年
生
の

時
は
室
蘭
市
役
所
前
か
ら
増
市
町
行

き
の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

二
年
か
ら
は
一
般
客
が
バ
ス
に
乗
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
道
南
バ
ス
の
増

発
専
用
バ
ス
が
導
入
さ
れ 

舟
見
町

始
発
で
い
つ
も
一
番
後
ろ
の
角
の
席

に
座
り
悠
々
通
学
し
ま
し
た
。
室
蘭

駅
前
か
ら
は
汽
車
通
学
の
生
徒
で

あ
っ
と
い
う
間
に
ギ
ュ
ウ
ギ
ュ
ウ
。

そ
の
反
面
、
憧
れ
の
イ
ケ
面
先
輩
が

同
じ
バ
ス
に
乗
っ
て
く
る
と
一
日
中

ウ
キ
ウ
キ
し
た
の
を
思
出
し
ま
す
。

　

下
校
時
は
学
校
の
下
か
ら
専
用
バ

ス
に
乗
る
の
で
す
が
、
帰
宅
部
だ
っ

た
私
は
何
時
も
途
中
下
車
し
て
中
央

町
を
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。
室

蘭
駅
前
で
下
車
の
時
は
決
っ
て
駅
前

通
り
に
あ
っ
た
喫
茶
店「
パ
ン
ジ
ー
」

に
寄
り
、（
ワ
ル
の
溜
ま
り
場
？
）

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
ち
ょ
っ
と
怖
そ
う

な
マ
マ
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
他
の
パ
タ
ー
ン
で

中
央
町
下
車
の
時
は
、
オ
オ
ヤ
金

物
店
隣
の
室
蘭
楽
器
（
現
在
は
中

島
店
の
エ
ル
ム
楽
器
）
で
楽
譜
を

探
し
た
り
店
員
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の

デ
モ
演
奏
を
聞
い
た
り
、
そ
し
て

本
屋
さ
ん
（
た
し
か
文
教
堂
）
で
立

ち
読
み
を
し
て
か
ら
再
度
中
央
町
か

ら
バ
ス
で
帰
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
六
月
に
帰
蘭
し
た
時
に
中
央
町

の
と
て
も
寂
し
く
様
子
に
驚
き
ま
し

た
。
帰
る
度
に
街
の
様
子
が
変
わ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
残
念
に
思
う
の
と
、
当
時
ま
だ
街

と
し
て
活
気
あ
る
頃
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
ま
す
。

　

地
球
岬
団
地
前
を
出
発
し
た
増
市

行
き
の
バ
ス
を
家
の
出
窓
か
ら
確
認

し
、
一
日
の
学
生
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
母
恋
富
士
の
上
か
ら
一
気
に

ダ
ッ
シ
ュ
し
南
町
会
館
ま
で
の
階
段

を
駆
け
下
り
、
2
丁
目
の
バ
ス
停
ま

で
2
分
、
乗
客
の
ほ
と
ん
ど
が
長
陽

小
、
成
徳
中
か
ら
の
先
輩
や
後
輩
の

顔
見
知
り
で
す
。

　

母
恋
駅
前
で
蘭
東
組
が
下
り
る
と

バ
ス
は
清
水
高
専
用
状
態
、
後
ろ
の

席
が
空
い
て
も
、
我
慢
し
て
つ
り
革

に
つ
か
ま
り
ま
す
。
座
る
の
は
3
年

に
な
る
ま
で
我
慢
で
す
。
増
市
ま
で

の
30
分
中
央
町
、
室
蘭
駅
、
小
橋
内

と
車
窓
か
ら
眺
め
る
の
は
、
工
業
都

市
室
蘭
の
港
の
風
景
で
し
た
。

　

今
で
も
帰
省
の
度
に
、
母
恋
の
町

に
は
必
ず
訪
れ
ま
す
。
日
本
製
鋼
所

と
そ
の
関
連
企
業
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
母
恋
の
お
祭
り
に
は
ス
ズ
ラ

ン
通
り
を
北
町
か
ら
南
町
ま
で
隙
間

な
く
露
店
が
並
び
、
熱
気
と
カ
ラ
メ

ル
の
甘
い
匂
い
、
そ
し
て
女
子
の
浴

衣
姿
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
今
で
は

街
に
あ
の
時
の
活
気
は
な
く
、
哀

愁
だ
け
が
懐
か
し
さ
を
大
き
く
し
ま

す
。
バ
ス
通
り
？
も
っ
と
広
か
っ
た

は
ず
！
母
恋
マ
ン
シ
ョ
ン
、
も
っ
と

大
き
か
っ
た
は
ず
！
思
い
出
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
涙
さ
え
浮
か
び
ま

す
。
し
か
し
、
地
球
岬
の
絶
景
だ
け

は
昔
の
ま
ま
で
す
。

　

雄
大
な
太
平
洋
に
重
な
る
海
の
蒼

さ
と
白
い
灯
台
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に

誰
も
が
感
動
し
て
く
れ
ま
す
。

  

道
南
バ
ス
の
ス
ト
の
度
に
、
友
人

と
新
富
町
、
常
盤
町
、
測
量
山
を
経

由
し
て
歩
い
た
観
光
道
路
か
ら
の
噴

火
湾
の
景
色
も
あ
の
時
の
ま
ま
で

す
。
室
蘭
の
外
海
の
景
色
を
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
人
に
PR
し
、
変
わ
ら
な

い
故
郷
の
景
色
と
し
て
守
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

母恋駅前マンション
昭和 45 年竣工



（8） 平成 26 年 10 月 4 日しみず

◆
会
報
「
し
み
ず
」
を
作
り
続
け
て

二
十
余
年
。
支
え
続
け
て
く
だ
さ
っ

た
先
輩
方
、
支
え
て
く
れ
る
後
輩

た
ち
。
紙
か
ら
電
子
へ
会
報
は
変

化
し
た
が
、
心
の
オ
ア
シ
ス
が
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
、
会
報
の
使
命

も
変
わ
ら
な
い
。
同
窓
会
っ
て
す

ご
い
な
あ
…
。　
　
　
　
　
　
　
　

                                   

E
・
S

◆
六
代
桂
文
枝
の
落
語
「
友
よ
」、

七
十
歳
代
が
杯
を
持
っ
て
の
話
で

あ
る
。
話
題
は
終
始
高
校
生
時
代
の

こ
と
、
古
今
東
西
、
友
と
呼
べ
る

の
は
青
春
の
時
を
共
有
し
、
い
つ

も
そ
の
時
代
に
戻
れ
る
空
間
を
持

て
る
仲
の
こ
と
。
少
年
時
代
に
父

か
ら
言
い
聞
か
さ
れ
た
銘
で
、
今

一
人
息
子
に
引
き
継
ぎ
だ
。          

                                            

M
・
O

◆
四
月
か
ら
都
内
西
部
に
引
越
し

て
来
ま
し
た
。
以
前
住
ん
で
い
た

エ
リ
ア
で
、
15
年
ぶ
り
な
の
に
身

体
が
覚
え
て
い
ま
す
。
斉
藤
哲
夫

の
「
吉
祥
寺
」、
吉
田
拓
郎
の
「
高

円
寺
」、
南
こ
う
せ
つ
の
「
荻
窪
２

丁
目
」
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
生
ギ
タ
ー
で
も
出
す

か
。　
　
　
　
　
　
　
　

                                            

M･

A

◆
20
代
の
頃
は
荻
窪
在
住
だ
っ
た

が
、
高
円
寺
「
む
ろ
ら
ん
」
に
は
全

く
気
付
か
な
か
っ
た
。
当
時
は
都
会

や
新
し
い
も
の
ば
か
り
を
追
い
か

け
て
い
た
気
が
す
る
。
40
代
後
半

か
ら
だ
ろ
う
か
、
故
郷
の
友
人
や

味
覚
が
恋
し
く
な
り
、
今
で
は
室

蘭
関
連
の
交
流
が
何
よ
り
最
優
先
。

今
回
も
同
期
の
ゆ
み
ち
ゃ
ん
と
二

人
で
楽
し
ん
で
き
た
！          

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

N･

K

編
　
集
　
後
　
記

ようこそ先生

室蘭本線 室蘭駅の変遷　    室蘭線発祥の地は御崎駅構内にある

1892 年（明治 25 年）    北海道炭礦鉄道が炭鉱から産出される石炭を積
出港（当時は小樽港と室蘭港）に運搬する目的で初代・室蘭駅が輪⻄村
字ベシボッケ（現・室蘭市仲町）に開設、同時に現・御崎駅に近い位置
に海運⽤の貨物駅が設置される
1897 年（明治 30 年）    仏坂下に停車場及び駅舎（初代駅舎）＝現室蘭
駅と同位置、初代・室蘭駅は輪⻄駅となる
1912 年（⼤正元年）　　海岸町内に現在の旧室蘭駅舎 ･3 代目駅舎
1931 年（昭和 6 年）　   東輪⻄駅を東室蘭駅に改称する
1979 年（昭和 54 年）　 3 代目駅舎改修、現在は観光協会となる
1997 年（平成 9 年） 　 駅舎を 1.1km 東の現在地へ新築移転（４代目）　　　　　　
参考　：　【現在の１日乗降客数＝６１１名】

『東は西』
      と いう 
   珍妙な駅の話

新保勝也（16 期）

　

私
は
建
築
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

て
、
最
近
地
震
や
津
波
の
事
を
考
え

さ
せ
ら
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

建
物
を
建
て
る
土
地
の
地
盤
や
地
形

を
考
え
る
時
に
、
そ
の
土
地
の
地
名

(

特
に
旧
地
名)

に
興
味
を
持
ち
は

  【地名の謎】　
                       今尾恵介著　（ちくま文庫）
以下『東は⻄』 という珍妙な駅のページ
から引⽤です。

　北海道の室蘭本線に東室蘭駅があ
るが、1892 年の開業時はここに駅
はなく、現輪⻄駅の近くが室蘭駅
だった。これが五年後に現在の（旧）
室蘭駅付近まで路線が延長された際
に、輪⻄駅として設置された。その
後 1928 年に室蘭寄りに新しく輪⻄
駅ができたのを機に東輪⻄駅と改め
られ、駅のアナウンスが「東は⻄」
に聞こえる面⽩い駅と評判になっ
た。(ある鉄道雑誌に載っていた話)。　　
　「東は⻄」というのをはばかって
か、とにかくお客にわかりやすく
との配慮だろうが、その三年後の
1931 年には東室蘭に改称されて現
在に至っている。

樋口 隆士先⽣
　

室
蘭
清
水
丘
は
、
私
の

教
職
経
験
の
原
点
で
す
。

職
員
、
生
徒
に
恵
ま
れ
、

2
度
勤
務
し
ま
し
た
。
定

年
退
職
後
も
、
札
幌
で
の

12
期
同
期
会
に
は
毎
回
声

が
か
か
り
、
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
校
長
の
頃
「
清

風
萬
里
」
を
復
活
、
改
め

て
校
訓
に
定
め
ま
し
た
。

                 

略    

歴

昭
和
4
年　

長
崎
生
れ

昭
和
31
年  

清
水
丘
英
語
教
員

昭
和
37
年　

函
館
へ
転
任

     

こ
の
間
主
事
、
教
頭
歴
任

昭
和
53
年　

室
蘭
啓
明
・　

　
　
　
　
　

滝
川
西
・

　
　
　
　
　

函
館
北
校
長

昭
和
61
年　

清
水
丘
校
長

平
成
2
年  

國
學
院
短
期
大
学

専
任
講
師
・
助
教
授
・
学
科

長　北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
会

長
を
歴
任

じ
め
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
書
店
で

見
か
け
た
「
そ
の
地
名
を
見
れ
ば

そ
の
土
地
の
歴
史
や
地
形
が
一
目

瞭
然
！
」と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
惹
か
れ(

特
に
建
築
に
関
係
す

る
地
形
に
つ
い
て
が
多
い
で
す
で

す
が)

、『
地
名
の
謎
』
と
い
う
本
を

手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
室
蘭
の

こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　
来
蘭
時
に
は
ぜ
ひ
見
学
を
。

                      

室
蘭
市
港
の
文
学
館

　
　
　
　
　
　
　
　

           

村
井
敦
司
（
22
期
室
蘭
理
事
）

　

昨
年
の
室
蘭
の
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ

に
「
港
の
文
学
館
」
移
転
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

室
蘭
駅
舎
の
前
に
あ
る
プ
ロ
ビ
デ

ン
ス
、
地
ビ
ー
ル
を
生
産
し
て
い
た

建
物
と
い
え
ば
分
か
り
易
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
に
昨
年
秋
に
移
り
ま

し
た
。
建
物
の
所
有
者
で
あ
る
㈱
カ

ナ
モ
ト
が
無
償
で
室
蘭
市
に
貸
与
さ

れ
、
移
転
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

建
物
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
だ
け
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
有
り
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
の
名
の
と

お
り
船
中
の
雰
囲
気
も
充
分
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

展
示
資
料
も
多
彩
で
室
蘭
市
出
身

の
芥
川
賞
作
家
八
木
義
德
、
三
浦
清

宏
、
そ
し
て
清
水
丘
高
校
卒
業
生
で

あ
る
長
嶋
有
、
三
人
の
作
家
資
料
を

豊
富
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
見
応
え
充
分
で
す
。

　

さ
ら
に
「
室
蘭
市
ゆ
か
り
の
作
家

常
設
展
示
」
に
は
、織
田
淳
太
郎
（=

石
塚
紀
久
雄
・
25
期
）
の
紹
介
や
本

山
賢
次
の
原
画
、
漫
画
家
曽
根
富
美

子
の
原
画
、
写
真
家
掛
川
源
一
郎
の

作
品
な
ど
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
室
蘭
の
市
民
作
家
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
て
お
り
、
市
内
在
住
の
文
芸
愛
好

家
に
よ
る
文
芸
作
品
、
結
社
の
紹
介

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

趣
の
変
わ
っ
た
も
の
に
棟
方
志
功

の
「
室
蘭
板
画
碑
の
棚
」
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
31
年
来
蘭
し
た
と
き
、
測

量
山
か
ら
港
を
見
て
彫
っ
た
板
画
で

銅
板
に
鋳
込
ん
だ
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
「
秀
痴
庵
文
庫
」
は
、
清
水
丘
東

京
同
窓
会
の
二
代
会
長
を
務
め
ら
れ

た
田
中
宏
尚
氏
の
御
父
君
秀
雄（
号
・

秀
痴
庵
）
氏
が
蒐
集
さ
れ
た
も
の

で
、
大
正
時
代
か
ら
発
刊
さ
れ
た
雑

誌
の
創
刊
号
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍

6000

冊
の
一
部
を
手
に
と
り
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。少
年
マ
ガ
ジ
ン
、

サ
ン
デ
ー
、
文
藝
春
秋
の
創
刊
号
が

目
を
惹
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
に
室
蘭
を
訪
れ
た
と
き
は
、
ぜ

ひ
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

室蘭駅から徒歩３分
海岸町 1-1-9　休館：月曜日


